
第９０３回宮城県教育委員会定例会日程

日 時：平成３０年２月８日（木）午後１時３０分から

場 所：県行政庁舎１６階 教育委員会会議室

１ 出 席 点 呼

２ 開 会 宣 言

３ 第９０２回教育委員会会議録の承認について

第９０３回教育委員会会議録署名委員の指名４

５ 教育長報告

（１）「教科用図書の採択に係る請願」への対応について （総務課・義務教育課）

（２）「宮城県教科用図書選定審議会に係る請願」への対応について （義 務 教 育 課）

（３）ホームページにおける個人情報の誤掲載について （生 涯 学 習 課）

６ 専決処分報告

（１）第３６３回宮城県議会議案に対する意見について （総 務 課）

７ 議 事

第１号議案 第３期「学ぶ土台づくり」推進計画について （教 育 企 画 室）

第２号議案 宮城県指定文化財の指定について （文化財保護課）

８ 課長報告等

（１）小松島支援学校松陵校の開校に係る進捗状況について （特別支援教育室）

（２）宮城県美術館リニューアル基本方針（最終案）について （生 涯 学 習 課）

９ 資料（配布のみ）

（１）教育庁関連情報一覧 （総 務 課）

（２）東日本大震災復興祈念特別展「東大寺と東北」復興を支えた人々の （文化財保護課）

祈り

１０ 次回教育委員会の開催日程について

閉 会 宣 言１１
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ホームページにおける個人情報の誤掲載について

１ 概要

平成３０年１月１９日（金）に，一般の方から県へメールがあり，宮城県ホー

ムページ上において，生涯学習情報（団体・グループ情報）に関し，公表を前提

としていない個人情報の誤掲載が判明した。

誤って掲載した情報は，団体の代表者氏名，会員数，会の設立年月日，入会条

件，問い合わせ先名称，住所，電話番号など。

なお，現在まで，被害等の連絡は受けていない。

○誤掲載期間：平成２９年３月２３日～平成３０年１月１９日（３０３日間）

○誤掲載件数：８７２件

２ 原因

平成２９年３月２３日（木）にホームページを更新し，団体情報の修正を行う

際に，県教委に提出していただく「様式」を，エクセルファイルで掲載した。

その際，当該エクセルファイルには，「様式」とは別のシートが含まれており，

そのシートに，団体・グループに係る個人情報が掲載されていたもの。

３ 対応

・１月１９日（金）１２時２０分頃，当該ホームページを閉鎖

・１月１９日（金）１６時３０分，記者発表

・１月２４日（水）団体・グループの方々へ謝罪の文書を送付

・１月２４日（水）生涯学習課ホームページに本件の報告と謝罪を掲載

４ 再発防止策

・ホームページ上の誤公開防止の徹底について確認作業中。

（H30.1.24 宮城県高度情報化戦略推進本部長通知）

・ホームページに公開するファイルは，原則ＰＤＦとする。但し，様式等をエク

セル又は一太郎ファイルで公開する必要がある場合は，不要シートの削除漏れ

等による事故防止のため，新規ファイルに公開するシートのみをコピーしてフ

ァイルを作成の上，内容について再確認する。

・ホームページの更新前後に，複数の職員による確認を徹底する。

教育長報告（３）
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５ 誤掲載のあったホームページ

⽣涯学習情報（講師・指導者情報を更新しました）

掲載日：2018年 1月 9⽇更新

生涯学習情報

講師・指導者情報 [Excel ファイル／73KB]

生涯学習課に登録している各分野の講師・指導者の一覧です。

「講座を企画したいけれど、講師はどうしよう？」こんな時にご利⽤ください。

⼀覧の中から依頼したい講師が⾒つかった場合は、下記までお問い合わせください。

・登録情報の修正（削除）はこちら [PDFファイル／77KB]

・新規登録はこちら [PDF ファイル／77KB]

・分類一覧 [PDF ファイル／97KB]

・登録（修正）票 [Excel ファイル／35KB]

団体・グループ情報 [Excel ファイル／235KB]

生涯学習課に登録している各分野の団体・グループの一覧です。

「グループで趣味や学習活動をしたいんだけど・・・？」こんな時にご利⽤ください。

⼀覧の中から参加したい団体・グループが⾒つかった場合は、下記までお問い合わせください。

・登録情報の修正（削除）はこちら [PDFファイル／75KB]

・新規登録はこちら [PDF ファイル／75KB]

・分類一覧 [PDF ファイル／86KB]

・登録（修正）票 [Excel ファイル／926KB]

学習情報 リンク集

学習機会、イベント等の情報を紹介しているホームページへのリンク集です。

このページに関するお問い合わせ先

生涯学習課

〒980-8423 仙台市⻘葉区本町 3丁目 8番 1号 15階

生涯学習振興班

Tel：022-211-3652

Fax：022-211-3697

メールでのお問い合わせはこちらから

･････ 個人情報が掲載されているシートが含まれていたファイル
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第３６３回宮城県議会議案に対する意見について

第３６３回宮城県議会（平成３０年２月定例会）に提案される下記議案に

ついて，地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第

１６２号）第２９条の規定により知事から意見を求められたので，教育長に

対する事務の委任等に関する規則（昭和３１年宮城県教育委員会規則第１２

号）第３条第１項の規定により，平成３０年２月２日専決処分し，異議のな

い旨回答した。

よって同条第２項の規定により報告する。

記

１ 予算議案

平成３０年度宮城県一般会計予算

２ 予算外議案

(１)職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

(２)美術館条例及び歴史博物館条例の一部を改正する条例

(３)学校給食に関する事務の委託について

平成３０年２月８日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁

専決処分報告(１)
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【予算の概要】

【主な事業】

（１）豊かな人間性と社会性の育成

①学力向上推進事業（義務教育課・高校教育課）イ 志教育支援事業（義務教育課） 9,036千円

②進学重点校学力向上事業（高校教育課）ロ 高等学校「志教育」推進事業（高校教育課） 9,635千円

③宮城県学力・学習状況調査事業（義務教育課）ハ 進路達成支援事業（高校教育課） 3,605千円

ニ みやぎアドベンチャープログラム事業（高校教育課・生涯学習課） 128千円

ホ 魅力ある学校づくり推進事業（義務教育課） 1,078千円

ヘ 教育相談充実事業（義務教育課） 521,325千円

ト 高等学校スクールカウンセラー活用事業（高校教育課） 150,685千円

チ いじめ・不登校等対策推進事業（義務教育課） 355,483千円

リ いじめ・不登校等対策強化事業（高校教育課） 94,957千円

ヌ みやぎ子どもの心のケアハウス運営支援事業（義務教育課） 223,000千円

（２）健やかな体の育成

①ＩＣＴ利活用向上事業（教育企画室）イ 基本的生活習慣定着促進事業（教育企画室） 42,974千円

ロ みやぎの子どもの体力・運動能力充実プロジェクト事業

②学校運営支援統合システム整備事業（教育企画室）（スポーツ健康課） 1,282千円
ハ 運動部活動地域連携促進事業（スポーツ健康課） 22,725千円

（１）確かな学力の向上

①教育相談充実事業（義務教育課・高校教育課）イ 学力向上推進事業（義務教育課・高校教育課） 154,217千円

②生徒指導支援事業（義務教育課・高校教育課）ロ 進学拠点校等充実普及事業（高校教育課） 4,196千円

ハ 児童生徒の学習意識調査事業（義務教育課） 3,000千円

ニ 生徒の英語力向上事業（義務教育課） 6,200千円

ホ みやぎグローバル人材育成事業（教職員課・高校教育課） 23,500千円

ヘ スーパーグローバルハイスクール事業（高校教育課） 15,470千円

ト ＩＣＴ利活用向上事業（教育企画室） 1,038千円

チ 「MIYAGI Style」推進事業（教育企画室） 250,000千円

リ ＩＣＴを活用した特別支援学校スキルアップ事業（教育企画室） 12,100千円

ヌ 学校運営支援統合システム整備事業（教育企画室） 55,214千円

（２）幼児教育の充実

イ 「学ぶ土台づくり」普及啓発事業（教育企画室） 5,271千円

目標１ 自他の命を大切にし，高い志と思いやりの心を持つ，心身ともに
健やかな人間を育む

目標２ 夢や志の実現に向けて自ら学び，自ら考え行動し，社会を生き抜く
人間を育む

一 般 会 計 ① 1,120,610,236 1,224,962,162 104,351,926 91.5%

～平成３０年度宮城県一般会計予算（当初予算）の概要～

会 計 区 分
平成３０年度

当初予算額（Ａ）
平成２９年度

当初予算額（Ｂ）
増減

（Ａ－Ｂ）

(単位：千円)

第３６３回宮城県議会（平成３０年２月定例会（当初提案分））提出
予算議案の概要【教育庁関係分】

比較
（Ａ／Ｂ）

構 成 比 （ ② ／ ① ） 14.4% 15.0% － －

う ち 教 育 庁 ② 161,314,708 183,995,639 ▲ 22,680,931 87.7%

②のうち物件費等
（事務費等）

20,400,433 21,297,194 ▲ 896,761 95.8%

②のうち人件費
（教職員給与費等）

131,612,699 132,332,110 ▲ 719,411 99.5%

②のうち災害復旧事業費
（災害復旧等）

660,493 19,506,786 ▲ 18,846,293 3.4%

②のうち普通建設事業費
（県立学校施設整備等）

8,641,083 10,865,934 ▲ 2,224,851 79.5%
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（３）多様なニーズに対応したきめ細かな教育の推進

イ 特別支援教育システム整備事業（特別支援教育室） 1,020千円

ロ 共に学ぶ教育推進モデル事業（特別支援教育室） 2,989千円

ハ 特別支援学校整備事業（特別支援教育室・施設整備課） 1,775,388千円

ニ 特別支援学校文化祭事業（特別支援教育室） 2,500千円

ホ 医療的ケア推進事業（特別支援教育室） 164,784千円

ヘ 障害者雇用促進事業（総務課・教職員課） 122,057千円

（１）郷土を愛する心と社会に貢献する力の育成

イ 文化財の観光活用による地域交流の促進事業（文化財保護課） 2,100千円

ロ 多賀城創建１３００年記念総合整備事業（文化財保護課） 77,250千円

ハ みやぎクラフトマン２１事業（高校教育課） 4,588千円

ニ みやぎ産業教育フェア開催事業（高校教育課） 4,241千円

ホ 「地学地就」地域産業の担い手育成推進事業（高校教育課） 45,400千円

（２）命を守る力とともに支え合う心の育成

イ 防災主任・安全担当主幹教諭配置事業（教職員課） 642,699千円

ロ 防災専門教育推進事業（高校教育課） 4,198千円

ハ 防災教育推進事業（スポーツ健康課） 3,500千円

ニ 震災関連資料保存継承・公開事業（生涯学習課） 18,900千円

ホ 学校安全教育推進事業（スポーツ健康課） 6,942千円

ヘ みやぎ防災ジュニアリーダー養成事業（スポーツ健康課） 3,000千円

（１）安心して楽しく学べる環境づくり

イ 教職員ＣＵＰ事業（教職員課） 373,986千円

ロ 学校現場における業務改善加速化事業

（総務課・義務教育課・スポーツ健康課） 7,122千円

ハ 部活動指導員配置促進事業（スポーツ健康課） 4,608千円

ニ 東日本大震災みやぎこども育英基金事業（総務課） 210,550千円

ホ 被災児童生徒等就学支援事業
（総務課・義務教育課・特別支援教育室） 1,745,469千円

ヘ 高等学校等育英奨学資金貸付事業（高校教育課） 1,140,250千円

ト 県立高校将来構想管理事業（教育企画室） 2,095千円

チ 校舎改築事業（施設整備課） 1,542,724千円

リ 校舎等小規模改修事業（施設整備課） 1,163,051千円

ヌ 小規模防災機能強化補助事業（施設整備課） 30,000千円

（２）家庭・地域・学校が連携・協働して子どもを育てる環境づくり

イ みやぎらしい家庭教育支援事業（生涯学習課） 6,535千円

ロ 協働教育推進総合事業（生涯学習課） 153,926千円

（１）生涯にわたる学習・文化芸術・スポーツ活動の推進
イ みやぎ県民大学推進事業（生涯学習課） 2,671千円
ロ 生涯学習プラットホーム構築事業（生涯学習課） 488千円
ハ 松島自然の家災害復旧事業（生涯学習課） 136,529千円
ニ 美術館施設整備事業（生涯学習課） 2,000千円
ホ 広域スポーツセンター事業（スポーツ健康課） 8,857千円
ヘ スポーツ選手強化対策事業（スポーツ健康課） 130,000千円
ト ２０２０年東京オリンピック・パラリンピック強化支援対策事業

（スポーツ健康課） 5,672千円

目標３ ふるさと宮城に誇りを持ち，東日本大震災からの復興，そして
我が国や郷土の発展を支える人間を育む

目標４ 学校・家庭・地域の教育力の充実と連携・協働の強化を図り，
社会全体で子供を守り育てる環境をつくる

目標５ 生涯にわたり学び，互いに高め合い，充実した人生を送ることが
できる地域社会をつくる
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【債務負担行為】

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

宮城スタジアム設備改修工事
（スポーツ健康課）

平成30年4月
717,000千円

平成32年3月

総合運動公園管理設備工事
（スポーツ健康課）

平成30年4月
301,000千円

平成32年3月

宮城第一高等学校校舎等基本・実施設計
（施設整備課）

平成30年4月
108,000千円

平成33年3月

視覚支援学校寄宿舎改築工事
（施設整備課）

平成30年4月
519,000千円

平成32年3月

平成30年4月
2,197,000千円

平成33年3月

松島自然の家本館等災害復旧工事
（生涯学習課）

事 項 名 期 間 限 度 額

平成30年4月
155,000千円

平成32年3月

石巻好文館高等学校校舎等解体工事
（施設整備課）

石巻好文館高等学校仮設校舎賃貸借
（施設整備課）

平成30年4月
608,000千円

平成33年3月

古川支援学校仮設校舎賃貸借
（義務教育課）

平成30年4月
99,000千円

平成34年3月
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第３６３回宮城県議会（定例会）提出予算外議案の概要（教育庁分）

○条例議案

議第 21 号議案 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

義務教育学校の開設に伴い，所要の改正を行おうとするもの

施行 平成３０年４月１日

所管 人事課，教職員課

○主な内容

職員手当等の支給対象となる学校に義務教育学校を追加

議第 54 号議案 美術館条例及び歴史博物館条例の一部を改正する条例

障害者に対する観覧料の減免割合の引上げ等，所要の改正を

行おうとするもの

施行 平成３０年４月１日

所管 生涯学習課，文化財保護課

○主な内容

１ 障害者が特別展示を観覧する場合の観覧料の減免割合の引上げ

２ 観覧料の減免対象となる介護者の範囲の拡大

○条例外議案

議第 54 号議案 学校給食に関する事務の委託について

県立小松島支援学校松陵校の学校給食に関する事務を仙台市

に委託しようとするもの。

所管 特別支援教育室
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第１号議案

第３期「学ぶ土台づくり」推進計画について

第３期「学ぶ土台づくり」推進計画の案について，別紙のとおり決定する。

平成３０年２月８日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁

第１号議案
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第３期「学ぶ土台づくり」推進計画について

１ 策定の趣旨

宮城県では，幼児期を「学ぶ土台づくり」の時期として捉え，家庭・幼稚園・

保育所等のいずれにおいても充実した幼児教育が行われることを目指し，現在，

第２期「学ぶ土台づくり」推進計画（平成２７年３月策定）（以下，「第２期計画」

という。）に基づき，各種事業や取組を実施している。

第２期計画が今年度（平成２９年度）で終期を迎えることから，第２期計画の

基本的な方向性を継承しつつ，本県の幼児教育を推進していくための新たな指針

として，第３期「学ぶ土台づくり」推進計画を策定するもの。

〈計画概要〉

項 目 内 容

計画名称 第３期「学ぶ土台づくり」推進計画

策定主体 宮城県，宮城県教育委員会

計画の位置付け
「第２期宮城県教育振興基本計画」及び「みやぎ子ども・子育て幸福

計画第Ⅰ期」に基づく幼児教育に関する計画

計画の対象 宮城県に居住する全ての小学校就学前の子供（乳幼児）

計画の期間 平成３０年度から平成３２年度まで（３年間）

〈参考：体制図〉

「学ぶ土台づくり」推進連絡会議

常任メンバー：学識経験者，幼児教育，保護者，

行政，地域社会，報道関係者

オブザーバー：市町村，市町村教育委員会等

宮城県・宮城県教育委員会

庁内ワーキンググループ会議

研修等検討部会

※学識経験者，幼児教育関係者

・幼児教育に関わる実態調査及び

パブリックコメントの実施

意見等報告等
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２ 策定経過

開催期日 実 施 内 容

平成 29 年 4 月 27 日（木） 第 1 回庁内ワーキンググループ会議

5 月 29 日（月） 第 11回「学ぶ土台づくり推進連絡会議

・第３期「学ぶ土台づくり」推進計画の策定について

・第２期「学ぶ土台づくり」推進計画の検証等について

・「幼児教育に関わる実態調査（アンケート）」について

6 月 23 日～7月 7 日 「幼児教育に関わる実態調査（アンケート）」実施

⇒ 回答数：3,322 件

7 月 7日（金） 第 2 回庁内ワーキンググループ会議

8 月 7日（月） 第 12回「学ぶ土台づくり」推進連絡会議

・平成２９年度「幼児教育に関わる実態調査（アンケート）」の結

果について

・第３期「学ぶ土台づくり」推進計画（素案）について

9 月 25 日（月） 研修等検討部会

・幼稚園教諭及び保育士等の研修について

・幼小接続期カリキュラムについて

11 月 17 日（金） 教育委員会定例会

・第３期「学ぶ土台づくり」推進計画（中間案）について

11 月 22 日～12月 21 日 県民の意見提出手続（パブリックコメント）実施

⇒ 意見等：0件

平成 30 年 1 月 29 日（月） 第 13回「学ぶ土台づくり」推進連絡会議

・第３期「学ぶ土台づくり」推進計画（最終案）について

2 月 8日（木） 教育委員会定例会

・第３期「学ぶ土台づくり」推進計画について

3 月中旬（予定） 宮城県議会（文教警察委員会）へ報告
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３ 第３期「学ぶ土台づくり」推進計画の主な特徴等

（１）「目指す子供の姿」と「計画の目標」

目指す子供の姿と４つの目標は，未来を支える子供たちへの思いを込めて，

第１期計画から掲げており，「学ぶ土台づくり」の大きな柱となるものであるこ

とから，第３期「学ぶ土台づくり」推進計画においても継続するもの。

〈目指す子供の姿〉

「元気いっぱい，夢いっぱい，瞳かがやく“みやぎっ子”」

～ 遊びや自然・人とのかかわりを通して，豊かな心をはぐくむ ～

〈計画の目標〉

目標１：親子間の愛着形成の促進 目標３：豊かな体験活動による学びの促進

目標２：基本的生活習慣の確立 目標４：幼児教育の充実のための環境づくり

（２）新たな幼稚園教育要領等の実施等に伴う施策・取組の追加・拡充

平成３０年度から新たな幼稚園教育要領等が実施されるとともに，第２期宮

城県教育振興基本計画（平成２９年３月策定）において，基本方向の一つとし

て「幼児教育の充実」が掲げられたことなどを踏まえ，施策・取組を追加・拡

充するもの。

目標３：豊かな体験活動による学びの促進

施策６：人とかかわる体験の充実 組替

施策７：遊びの環境づくり ※体験活動や遊びの重要性を更に啓発

（２）遊びの大切さの啓発 追加

目標４：幼児教育の充実のための環境づくり

施策８：幼児期の教育・保育の質の向上 追加 ※幼稚園教諭等の資質及び専門性の向上

施策９：保幼小の連携と小学校への円滑な接続

（２）幼小接続期カリキュラムの普及促進 追加

（３）県民総がかりによる幼児教育の展開

「学ぶ土台づくり」の推進に当たっては，引き続き幼児教育に関係する様々

な主体（家庭，地域社会，教育現場，行政）がそれぞれの役割を果たしながら

共に取り組んでいくもの。また，計画の推進に向けて，子ども・子育て支援新

制度の実施主体である市町村との連携を明記した。
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第２号議案

宮城県指定文化財の指定について

別紙文化財について，文化財保護条例(昭和５０年１２月２５日条例第４９号)

第３２条第１項の規定により，宮城県指定文化財に指定する。

平成３０年２月８日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁

第２号議案

－5－



（別紙）

天然記念物（地質鉱物）の指定

名 称 員数 文化財の所在地 所有者

皿
さら

貝
がい

のモノティス

化石
か せ き

産地
さ ん ち

6,057 ㎡
南三陸町歌津字皿

貝
南三陸町
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答 申 書

県指定文化財の指定について

皿貝のモノティス化石産地

本吉郡南三陸町歌津字皿貝に所在する，中生代三畳紀後期の示準化石である

二枚貝化石 Monotis「モノティス」（皿貝化石）を大量に産出する地層である。

このモノティス化石の存在は，明治１４（1881）年にドイツ人ナウマンが当

地を調査で訪れた際に発見し，世に知らしめたことで明らかになった。これに

より日本に三畳紀の地層が存在することが証明され，その後の南三陸地域の地

質学・古生物学研究の進展につながったという，日本の地質学史上重要な発見

の地である。

モノティス化石は日本では岩手県大船渡市から熊本県八代市まで，日本列島

に沿って南北１９箇所の化石産地が知られているが，皿貝地区はその初発見の

場所であり，各種のモノティス化石がそろって産出する，貴重な場所である。

また周辺には国指定天然記念物「歌津館崎の魚竜化石産地」等の貴重な化石産

地もあり，中生代の多様な化石を産する南三陸町歌津の地を特徴づけるもので

ある。町ではこれらの貴重な文化財を一体的に保存・活用していく体制整備を

進めている。

以上により，皿貝のモノティス化石産地は本県にとって貴重であり，宮城県

指定天然記念物（地質鉱物）に指定することが適当である。
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皿貝のモノティス化石産地
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参考：モノティス化石
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課長報告（１）

小松島支援学校松陵校の開校に係る進捗状況について

仙台圏域における知的障害特別支援学校の狭隘化の問題に対応するため，旧仙台市立

松陵小学校を活用し，平成３０年４月に小松島支援学校松陵校を開校する。

開校に向けて，小松島支援学校本校，仙台市及び関係者と以下のとおり最終調整を行

っているところである。

１ 入学予定者

・１０人 小学部：８人 １年生４人

２年生１人

３年生２人

４年生１人

中学部：２人 １年生２人

・開校式典は，６月上旬に開催する方向で調整中

２ 校舎改修

・平成３０年３月２日 完了予定

・学校では３月下旬に入学予定者（保護者）向け学校見学会を開催予定

３ 使用貸借契約

・校舎，体育館，校庭等の全体を仙台市から無償借用

・使用貸借契約期間は，平成３０年４月から３年間，以後，県からの申出により延

長可

４ 学校施設開放

・教室３室，旧教材室，旧校長室，校庭，体育館の施設開放を行う

・施設開放は，学校（体制）が落ち着く６月から開始予定

５ 給食提供

・仙台市に委託

・地方自治法第２５２条の１４第１項の規定に基づく「事務の委託」により行う

（県及び仙台市議会の議決を経た上で，協議書等を締結予定）

・委託内容は，献立作成，食材調達，給食調理及び搬送等

・給食費の徴収等は県（学校）が行う

６ スクールバス運行

・２コース運行予定
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【平面図（改修工事の内容）】

教 室 

職員室 

保健室 

 ○保健室  【改修内容】 

    ・ 手洗い用流し設置（冷・温） ・  洗濯機パン 

     設置  ・ エアコン設置 ・外線（兼内線）電話 

     設置 

 ○その他  【改修内容】 

    ・ 校舎全体に自動火災報知設備（煙探知器）及び避難誘導灯設置 ・ 消火栓用非常用発電 

     装置設置 ・ 廊下や階段を含め全室に手すり設置  ・ 昇降口のバリアフリー化  

    ・エレベーター改修 

    ・ （昇降口までの）通路のバリアフリー化 ・ スクールバス（保護者送迎）降車場整備 

    ・ 職員等駐車場整備（２９台）  

 ○教室 【改修内容】 

   ・ 手洗い用流し設置（冷・温） ・ 更衣用吊りレール 

    及びカーテン設置  ・ ガラス面に飛散防止フィルム 

    貼付   ・ インターフォン設置 ・ ブランコ用フック  

    ・ ロッカー等 設置・出入口バリアフリー化 

 ○教室  【改修内容】 

   ・ 手洗い用流し設置（冷・温） ・ 更衣用吊りレール 

    及びカーテン設置  ・ ガラス面に飛散防止フィルム 

    貼付 ・エアコン設置（重複教室）  ・ インターフォン 

    設置   ・ ブランコ用フック ・ ロッカー等設置 

   ・出入口バリフリー化 

 ○トイレ（１・２階） 【改修内容】 

   ・ 多目的トイレ ・洗体室 

教 室  教 室 

 ○配膳室１  【改修内容】 

   ・  流し台設置（冷・温） 

   ・間仕切り変更 

食 堂 

教 室 教 室 教 室 教 室 視聴覚室 教 室 教 室 

活動室 活動室 

 ○食堂  【改修内容】 

   ・ 手洗い用流し設置（冷・温）・飛散防止フィルム貼付 

         ・ ２次調理室（流し台）設置 

２階 

学校開放 

学校 

開放 

 ○活動室  【改修内容】 

   ・ 手洗い用流し設置（冷・温）・ホワイトボード設置 

１階 
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宮城県美術館リニューアル基本方針（最終案）について

１ 概要
宮城県美術館は，昭和５６年の開館から３６年が経過し，施設設備の劣化，老

朽化への対応に加え，建設当時とは異なる社会的要請や環境変化への対応が求め

られていることから,リニューアルの方向性について議論を重ね，平成２９年３月

に「宮城県美術館リニューアル基本構想（以下「基本構想」という。）を策定した。
平成２９年度は「基本構想」を踏まえ，建物改修の方向性について具体化する

ため，有識者による検討会議を設置の上，「宮城県美術館リニューアル基本方針（以
下「基本方針」という。）を策定することとしている。

２ これまでの経過等
Ｈ２９年 ３月 基本構想策定
Ｈ２９年 ８月 第１回検討会議：基本方針のイメージについて
Ｈ２９年１０月 第２回検討会議：基本方針（骨子案）について
Ｈ２９年１０月～

Ｈ３０年１月
アンケート調査，関係機関からの意見聴取

Ｈ２９年１２月 第３回検討会議：基本方針（中間案）の検討
Ｈ２９年１２月～

Ｈ３０年１月
中間案に対するパブリックコメントを実施

Ｈ３０年 １月 美術館フォーラムの開催
Ｈ３０年 ２月 第４回検討会議：基本方針（最終案）の検討
Ｈ３０年 ３月 基本方針策定

３ 基本方針（中間案）からの主な変更点
（１）「はじめに」を第１章の前に配置するなど構成を変更 （別冊 １ページ）
（２）リニューアルのコンセプトが分かるイメージ図を挿入 （別冊１４ページ）
（３）「キッズ・プロジェクト（仮称）」について詳細に表現 （別冊１６ページ）
（４）「交流ラウンジ」を「情報・交流ラウンジ」に変更 （別冊１８ページ）
（５）外構と駐車場の整備について追記 （別冊１８ページ）
（６）音声ガイドなどの解説サービスの充実について追記 （別冊１９ページ）
（７）通信環境の充実（Free-WiFi の整備）について追記 （別冊１９ページ）

４ 概算事業費

現時点で約５０～６０億円を見込んでいる。

５ 基本方針策定以降のスケジュール（想定）

Ｈ３０～３１年度 大規模事業評価等

Ｈ３１～３３年度 基本設計・実施設計

Ｈ３４～３５年度 施工（休館）

Ｈ３６年度 リニューアルオープン

課長報告（２）
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教育庁関連情報一覧（平成２９年１２月１６日～平成３０年２月５日）

１

第 1回「私のおすすめしたい本」ポップ作品コンクールで入賞した作品を展示しました。

（担当課：生涯学習課）

子どもが読書に親しむきっかけや読書活動の習慣化を促進するためコンクールを開催しました。

今回，児童・生徒の皆さんから６５０点の応募があり，３４名の方が入賞し，入賞作品など６６点を展

示しました。

【作品展示概要】

□ 期 日 平成２９年１２月１６日（土）から

平成３０年 １月２１日（日）まで

□ 場 所 宮城県図書館 １階エントランスホール

□ 応募数

◇ 小学校３１９点

◇ 中学校 ８９点

◇ 高 校２４２点

２

「交通遺児等教育手当」への寄附が行われました。

（担当課：スポーツ健康課）

野口会（宮城県経済人有志の方々）から交通事故等により親を亡くした子どもたちへの支援とし

て，県への寄附が行われました。

【概 要】

□ 期 日 平成３０年１月１７日（水）

１４:３５から１４：５０まで

□ 場 所 宮城県行政庁舎４階 知事控室

□ 寄付者 野口会

□ 来訪者

櫻井 誠 氏（（株）サクライ 代表取締役）

鈴木 貴資 氏（（株）多賀城フラワー 代表取締役）

渡邊 友紀 氏（（株）渡邊舗装工業 代表取締役）

深谷 晃祐 氏（宮城県議会議員）

□ 寄附額 金５万円

資料配布（１）

◇交通遺児等教育手当

交通事故及び海難事故による遺児を養育す

る世帯を支援するため，昭和４９年に制定され

た教育手当。（遺児一人につき月額 3,000 円を

支給，寄附が多く寄せられた場合は一時金を支

給）。平成２９年１２月末現在，３８世帯５１

名が受給。

寄附金は継続的に受入している。



３

全国高校バスケットボール選手権大会で優勝した明成高等学校の生徒及び関係者が知事

を表敬訪問しました。 （担当課：スポーツ健康課）

明成高等学校バスケットボール部の生徒及び関係者が優勝報告のため，知事を表敬訪問しま

した。

【概 要】

□ 期 日 平成３０年１月１９日（金）

１５：００から１５：１５まで

□ 場 所 宮城県行政庁舎４階 庁議室

４

第６１回日本学生科学賞で入賞した宮城県仙台第三高等学校の生徒３名が表敬訪問に訪れ

ました。 （担当課：高校教育課）

第６１回日本学生科学賞で入賞し，今年5月にアメリカ・ペンシルバニア州で開催される ISEF2018

に日本代表として派遣される仙台第三高等学校の生徒及び関係者が教育長を表敬訪問しまし

た。

【概 要】

□ 期 日 平成３０年１月２２日（月）

１６：４０から１７：００まで

□ 場 所 宮城県行政庁舎１６階 教育長室

□ 研究内容

◇「金溶液の研究とその応用」

江戸時代の本からヒントを得て，新しい

金メッキ方法の可能性を探り，成功に結

びつけました。

■全国高校バスケットボール選手権大会（ウィンターカップ）

日 時 平成２９年１２月２３日（土）～２９日（金）

開催地 東京体育館 渋谷区千駄ヶ谷

結 果 優勝（２年ぶり５回目の優勝）

■ISEF2018 （国際学生科学技術フェア）
日 時 平成３０年５月１３日（日）から１８日（金）まで

開催地 アメリカ・ペンシルバニア州

内 容 ポスター発表形式でプレゼンテーションを行い，

審査が行われる。発表は全て英語で行われる。

参加者 北アメリカ，ヨーロッパ，南アメリカ，アジア・

太平洋，中東・南アジア，アフリカの各地域から

約１,５００人以上の高校生が集い発表を行う。

仙台第三高等学校の生徒は全国の受賞者とともに

日本代表としてアメリカで発表を行います。



5

大崎市立古川第五小学校で「外国語活動実践研修会」を開催しました。（担当課：教職員課）

来年度から本格実施される，小学校外国語科に向け実践授業提案を行うと共に，文部科学省

から講師を招きこれからの外国語活動の授業づくりのあり方について研修を深めました。

【概 要】

□ 期 日 平成３０年１月２２日（月） １２：５０から

□ 参加者 県内約２５０名の教員が参加

□ 内 容

◇実践授業 ５年「What would you like?」（ランチメニューをつくろう）

６年「What do you want to be?」（「夢宣言」をしよう）

◇講 演 「これからの外国語活動の授業づくり」

（講師：文部科学省初等中等教育局教育課程課・国際教育課 教科調査官 直山 木綿子 氏）

６

みやぎっ子ルルブルフォーラムを開催しました。 （担当課：教育企画室）

子供たちの健やかな成長に必要な生活習慣「ルルブル」の定着促進を推進するため，みやぎっ

子ルルブルフォーラムを開催し，東北大学の川島隆太教授の基調講演やタレントのユージさんとの

特別対談などを行いました。

【概 要】

□ 期 日 平成３０年１月２７日（土）１０：００から１２：４５まで

□ 場 所 夢メッセみやぎ

□ 入場者数 関係者含め約２５０名

□ 内 容

◇ルルブル推進優良活動団体表彰

◇ルルブルポスターコンクール表彰

◇基調講演 「基本的生活習慣と学力の関係」 東北大学 川島隆太教授

◇特別対談 「ルルブルで深める家族の絆」 ユージ氏 × 川島隆太教授



７

工業高等学校の生徒２名が副知事及び教育長を表敬訪問しました。

（担当課：産業人材対策課，高校教育課）

第 55 回技能五輪全国大会のウェブデザイン職種で金賞（1 位）と敢闘賞（6 位）を受賞した工業

高等学校の生徒と関係者が山田副知事及び教育長を表敬訪問しました。

【概 要】

[副知事表敬]

□ 期 日 平成３０年１月２９日（月）

１５：３０から１５：４５まで

□ 場 所 宮城県行政庁舎４階副知事室

[教育長表敬]

□ 期 日 平成３０年１月２９日（月）

１６：３０から１７：００まで

□ 場 所 宮城県行政庁舎１６階教育長室

８

「伊達な学校給食フェア」を開催しました。 （担当課：スポーツ健康課）

県庁２階食堂「カフェテリアけやき」において，「伊達な学校給食フェア」を開催しました。

【概 要】

□ 期 日 平成３０年１月２４日（水）から２月２日(金)まで

□ 場 所 宮城県行政庁舎２階食堂「カフェテリアけやき」

□ 内 容 第５回宮城県学校給食「伊達な献立」コンクールに参加した３２チーム中，二次審査に進んだ

７チームのメニューを１日限定６０食，日替わりで提供。

□ 受賞チーム

◇気仙沼市立唐桑中学校 ◇山元町立坂元中学校 ◇利府支援学校 ◇登米市西部学校給食センター

◇栗原市南部学校給食センター ◇佐沼高等学校 ◇岩沼市立岩沼北中学校

[知事賞を受賞した気仙沼市立唐桑中学校チーム]

■第５５回技能五輪全国大会

日 時 平成２９年１１月２４（金）から２７日（月）まで

開催地 栃木県宇都宮市 栃木県体育館他

参加者 ４２職種 １，３３７人

結 果 ウェブデザイン職種 金 賞（１位）

〃 敢闘賞（６位）

[競技内容]

ウェブデザイン職種では２日間，１１時間の内に与えられ

た課題（ウェブサイト）を完成させる。課題は事前に示され

ているが，本番では，何点かの変更が加えられ，それに対応

する力も必要とされる。



９

平成２９年度宮城県スポーツ賞合同表彰式を開催しました。

（担当課：スポーツ健康課）

平成２９年度の宮城県スポーツ賞の表彰式を，県体育協会，県高等学校体育連盟及び県中

学校体育連盟と合同で開催しました。

【概 要】

□ 期 日 平成３０年２月３日（土）１３：００から１４：３０まで

□ 場 所 宮城県庁行政庁舎２階 講堂

□ 参加者 約 150 名

□ 内 容

宮城県スポーツ賞は県民の体育・スポーツの振興を推進し，県内の協議水準の向上と，スポーツに関する

県民意識の高揚を図るため，スポーツの分野で顕著な成果を挙げた個人・団体を顕彰するものです。

[宮城県スポーツ特別功績賞受賞(卓球) 張本 智和 君]

10

大崎市立古川中学校の生徒が教育長を表敬訪問しました。 （担当課：義務教育課）

大崎市立古川中学校の生徒が平成３０年度愛鳥週間用ポスターコンクールで第 1 位となる総

裁賞を受賞し教育長を表敬訪問しました。

【概 要】

□ 期 日 平成３０年１月１７日（水）

１６：４５から１７：００まで

□ 場 所 宮城県行政庁舎１６階 教育長室

■平成３０年度愛鳥週間用ポスターコンクール

日 時 平成２９年１０月２０（金）

応募総数 ５９，８０２点

参加校数 ３，９６３校

結 果 総裁賞（１位）

[コンクール概要]

愛鳥週間の普及などを目的に，全国の小・中・高校

の児童・生徒からポスター原画の募集をしている。

総裁賞に選ばれた原画は来年度の愛鳥週間の普及

用ポスターとして使用される。






